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１．遺物包含層における現代イネの存在

ナガラ原東貝塚の遺物包含層土壌2346リットルを対象に、フローテーション処理によってこれまで

に検出したイネ破片は、頴果（イネの実）２２点、籾（イネの殻）７１点、イネ小穂軸等50点、合計143

点にのぼる。土壌のほとんどは、遺物包含層（Ⅳ層）において土器などの遺物の出未する部分を選ん

で採取された。その詳細は、５次にわたる報告書に詳しい（藤江1999,谷2000、新里2001、木村2002,

檀2003)。包含層の時期は、土器編年と'4Ｃ年代から、６世紀に比定しうる。

2002年８月、これらイネ頴果から残りのよい３点（①～②と仮称〉を選び、地球科学研究所（名古

屋市）に依頼してＡＭＳによる年代測定を実施したところ、すべて「modem：現代」という結果が得

られた。試料は、遺跡において植物遺体を検出した高宮広士氏が以下のように選択した：

①北２東１Ⅱ区Ⅳ層2000年調査（サンプル番号LF27〉

②北２束１Ⅱ区Ⅳ層2000年調査（サンプル番号LF58）

③北２束１Ⅱ区Ⅳ層２９０１年調査（サンプル番号LF42）

年代を示す1℃濃度（百分率表示）補正値は、以下の通りである：

①１１１．８±q6PMC

②１１Ｌ４±q4plvlC

③111.5±0.6pMC

上記数値を、地球上のj4C濃度変化のグラフに対照させると、その対応する年代は、1958年前後ま

たは1980年以降となる。３点ともに近似値であることから、この結果はイネ頴果の妥当な所属年代を

示すと考えられる。遺物包含層に現代のイネが存在することを認めざるをえない。

２．Ⅳ層における撹乱の有無

Ⅳ層に現代のイネが存在することを認め、何故こうした現象がおこったのかを検討したい。これに

は以下の二つの原因が考えられる：

１．Ⅳ層は人為的撹乱を受けている。

２．Ⅳ層は非人為的な撹乱を受けている。

（１）Ⅳ層の堆積

撹乱の有無を検討する前に、遺跡の基本的な事項について簡単にまとめておこう。遺跡は海岸砂丘

の裏に続くゆるやかな起伏地にあり、現在タバコ畑として毎年作付けされている。しかし20年以上前

までは専らサトウキビが栽培され、約50年前に一度コムギも作られたという。遺跡の土壌は、海岸近

くでは砂が混じり、これから離れるにつれて粘土質になる。遺跡は地下の砂混じりの土層に形成され

てい息。毎年の耕作で地表下20ｃｍは常に撹乱され（Ｉ層)、その影響は下のⅡ、、層に及ぶ。Ⅲ層は

砂層で、本来遺物包含層である。この下に同じく砂層の遺物包含層であるⅣ層がほぼ水平に堆積す患ｃ

Ⅳ層は北から南に向かってゆるやかに傾斜している（傾斜角２度未満)。層内の遺物は下半部に集

中し、大型の貝殻（シヤコガイ、サラサバテイなど）の密集する状況が地層断面でもはっきり認めら
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れる。我々はこれをⅣ上層、Ⅳ下層とよんで区別している。Ⅳ層における遺物の出土状況は安定して

おり、貝殻や土器に後世の撹乱を示す痕跡を認めることはできない。Ⅳ層に撹乱は及んでいないとい

うのが、これまでの発掘調査における我々の見解である。

（２）人為的撹乱の有無

ＭＣ年代測定による現代イネ３点は、北２束１グリッド内西南部の160×180ｃｍの範囲（Ⅱ区)、地

表下80～130ｃｍに堆積したⅣ層に包含されていた。当該グリッドにおける堆積状況を、その70ｃｍ西

と、250ｃｍ北の層序図、及び遺物出土状況から説明しよう。

図１でみる限り、この部分の層序は安定しており、遺物の出土状況にも後世の撹乱を示す様子はな

かった。グリッド東北端のⅣ下層で、薄い層をなして堆積するミドリアオリガイの密集部分が認めら

れ、これが「約５ｃｍの層厚をもって繰り返し形成されていること」（黒住2001,ｐ､36）や、層位的変

化を示す魚骨の堆積状況（樋泉2001,ｐ､41）が認められたことは、Ⅳ層が廃棄単位を保存した状態で

形成されたことを傍証している。

（３）非人為的撹乱の有無

土壌の非人為的撹乱には、地中の微細物質が、乾燥による土壌の亀裂、動物による地中のトンネル

や植物の根に起因する空洞を、動物の運搬や水の作用によって上下に移動する現象がある。具体的に

は、ミミズによる土の移動、蟻による運搬、モグラやカニによるトンネル状の孔、あるいは木根の腐

朽による間隙を伝って、上層に包含される物質が下層に降下するものである。ナガラ原東貝塚の場合、

海岸に近い砂丘であることから、カニの生痕は当初から予想された。こうした孔は、色の違いと円形

の斑紋によって、発掘においてしばしば目で確認することができるので、ナガラ原東貝塚においても

注意を払ってきた。しかし植物の根の痕跡を少数確認した以外、その他の生痕を認めることはできな

かった。もちろん、目で確認できなかったからといって、こうした生痕が無かったことにはならない。

その実例が根成孔隙である（徳永1999)。調査終了後、徳永光一氏の研究に接し、以下の知見を得
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